
約4,000人が快走！
福岡小郡ハーフマラソン

　春恒例の福岡小郡ハーフマラソンが開催されまし
た。山梨学院大学陸上部の皆さんとバルセロナオリ
ンピック日本代表の小鴨由水さんをゲストランナー
に迎えた今大会。スペシャルゲストとして駆けつけ
た、映画「カメラを止めるな！」の秋山ゆずきさんの
握手会も開催され、大盛り上がりの中、約4,000人の
ランナーが春の小郡を快走しました。
　また、食のイベント「IPPINグランプリ」も同時開催
され、見事、「炭火焼えん」の骨付きカルビがグラン
プリを獲得しました。

　東京で開催された第34回料理技術コンクール全国
大会で、平岡調理・製菓専門学校の山村奈々子さん
が内閣総理大臣賞、大平綾乃さんが農林水産大臣賞
を受賞し、市長に報告しました。
　西洋料理部門で出場した山村さんは、課題材料の
魚のすり身と豚肉を生かすため、野菜をメインに使
用し、彩鮮やかに仕上げました。また日本料理部門
で出場した大平さんは、春の彩りを表現した作品で
勝負。何度も練習を重ねたと振り返りました。
　市長は、今後のさらなる活躍にエールを送りまし
た。

3.19
tue

料理技術コンクールで
２人が大臣賞を受賞！

3.24
sun

3.31
sun

「少子高齢化時代のまち
づくり」をテーマに交流！

　まちづくりについて語り合う交流会「まち×ひとカ
フェ」が開催され、57人が参加しました。
　まず、講師の宮田智史さん（NPO法人ドネルモ）が、
超高齢社会の課題について講演。人のつながりを生
かして課題解決に取り組む、各地の事例が紹介され
ました。
　その後、班に分かれ、「少子高齢化時代において私
たちが今できること」をテーマに、活動事例やそれぞ
れの経験を元に、話し合いました。
　参加者からは、「異なる年代の人と出会えてよかっ
た」「自分のスキルを生かして協力したい」といった声
が聞かれました。

　復原工事を終えた市指定有形文化財「旧松崎旅籠油
屋」の落成記念式典が開催されました。復原に携わっ
た関係者は、柱の土台に使われている石など、当時
の名残が残る箇所や、１階で出た煙を逃がすための
構造、昔の職人の工夫、伝統工法で再現した素材の
話などを披露。集まった市民は、完成までのプロセ
スに興味深く耳を傾けた後、振舞われた豚汁を食べ
語らいながら、今後の活用に夢を膨らませていまし
た。油屋ではさっそくさまざまなイベントが企画さ
れています（P22参照）。

3.23
sat

旧松崎旅籠油屋の修復完了
落成記念式典で初お披露目
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　市内唯一の酒蔵、森山酒造で行われる恒例の新酒
まつり。訪れた人たちは、さっそく貴重なしぼりた
ての原酒や樽酒、にごり酒、古酒などを試飲。新酒
のお披露目は好評を博していました。ふだんは入る
ことができない蔵の雰囲気を楽しめるのも、新酒ま
つりの魅力です。桜の咲く庭先では、焼き鳥や酒ま
んじゅうなどのブースも登場し、名物のアイスキャ
ンデーは大人にも大人気。ちょっと赤ら顔になりな
がら、自然と皆さんの会話も弾んでいるようでした。

３月から４月上旬にかけて、小郡の春を彩る花々を撮影しました。

市内唯一の蔵開き
新酒の味わいは！？

小郡の春の風景

光行チューリップ園（光行）

将軍藤（大中臣神社）

３月26日撮影

４月９日撮影

桜（小郡高校横）

シャクナゲ（如意輪寺）

４月５日撮影

４月９日撮影

4.7
sun

4.6
sat

　美鈴が丘公民館横にある消防団第８分団格納庫で、
のぞみが丘小学校区（希みが丘区、美鈴が丘区、あす
み区）を管轄する第８分団結成式を行いました。
　これまでは第２分団が管轄していましたが、防災
体制の強化のために、18人の団員が加わり、28人に
よる第８分団結成に至りました。
　武谷分団長は、「地域と連携し、安全安心なまちづ
くりのために、地域防災の要として尽力していきた
い」と決意表明を述べ、団員一丸となり結成式を締め
くくりました。今後も、消防団活動のご理解とご協
力をお願いします。

のぞみが丘小学校校区で
市消防団第８分団を結成！

4.21
sun
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